
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

事業採択された畜産振興施設の整備に対する実施率　100％
（採択された箇所が確実に実施することが収益性の向上等の成果に繋がるため、実施率とした）

Ｈ28 H29
目標

H27末
目標 成果 達成状況

－

合計

H28事業実績
H28 H29

（当初） （決算） （当初）

畜産施設の整備
（H27年度からの繰越）

補助金
酪農1件
交付先（畜産クラスター協議会）

62,545

施策展開

　　３－(1) 経済構造の転換

　 　  （ウ） 農業の競争力強化

　　　 　ア　県内産業の競争力強化

49頭

213,577 175,131

1,215 1,215 0

734,815 277,337

成果目標の達成状況

項目 H26末

100%

－47頭 － 48頭－

100% 100% 達成

175,131

畜舎等の施設整備を支援し、家畜の飼養頭数の拡大や経営の効率化により、畜産経営体の収益性の向上や生産基盤の強化を図る。

○畜産の農家戸数や飼養頭数の減少などにより、生産基盤が弱体化している。
○飼料価格の高止まりや肥育素牛の高騰等により、畜産経営の収益性の向上が求められている。

畜産施設の整備 補助金

734,815 175,131

合計（A) 264,775

返還金 償還金
施設整備事業の完了に伴う基金執行残（入札差金）の
国庫への返還金

100%

29年度

62,545 150,878

当初予算 168,504

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法

事業番号 09 04 23 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 畜産振興施設整備事業 担
当
課

部局 農政部

課・局・室 園芸畜産課

２　自信と誇りを持てる信州農畜産物の生産 実施期間 Ｈ22 ～

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

・県を経由する国庫補助事業を活用する事業のため。
・根拠法令:畜産競争力強化対策整備事業実施要綱、東日本大震災復興交付金制度要綱

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail enchiku@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
1-3夢に挑戦する農業

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針 　　３－３　 活力と循環の信州経済の創出

酪農１件、肉用牛等肥育１件、採卵鶏１件
交付先（畜産クラスター協議会）

733,600

補正予算 96,271 △ 368,960

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度

Aの
財源

428,400 326,009

57,510 277,522 150,878

175,131207,265 150,878

予
算
額

前年度繰越

概　算
人件費

0.60 0.60 1.00

4,966

201,054 277,337

畜産農家（酪農・肉用
牛）１戸当たりの飼養
頭数

事業実施率

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

畜産経営体の収益性向上と生産基盤の整備を図るため、国庫補助事業等を活用し畜産施設整備を支援する。

目標に対
する成果
の状況

実施計画の提出があった３件で事業実施ができた。

 概算事業費（B（A）+C） 206,020 282,085 333,923

4,748 7,914
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